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令和７年度 学校経営の構想図 

芦屋町立芦屋中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 像 生 徒 像 教 師 像 

○笑顔とあいさつに満ち溢れた学校 

○保護者や地域との協働体制による地域とともにある安心安全な学校 

○地域に愛され応援していただける誇れる学校 

○自ら進んで夢の実現に向け意欲的に学ぶ生徒 

○互いに支えあい、自他の生命を大切にできる生徒 

○芦屋中学校が好きで芦屋中学校を誇れる生徒 

○使命感と熱意にあふれ自ら進んで研究と修養に努める教師 

○チーム芦屋の一員として組織的に協働できる教師 

○愛校心を持ち、芦屋中学校を誇れる教師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

《 学 校 教 育 目 標 》 
 

“自主”的に学び、“協同”意識を持って行動し、

誇れる芦中を“創造”する生徒の育成 

校 訓 

 

自 主 ・ 協 同 ・ 創 造 

○日本国憲法 

○教育基本法 

○学校教育法 

○学習指導要領 

○福岡県教育施策 

○芦屋町教育施策 

○生徒の実態 

○保護者・地域の願い 

○教師の願い 

本年度の重点目標 
（昨年度の成果と課題から） 

 

△学校行事の充実（体育大会・文化祭・卒業式）の取組の充実 
（3.50→3.43→3.52→3.52→3.52→3,69→3.33） 

△人としての生き方についての考えを深める道徳授業の充実 
（2.71→2.88→3.04→2.96→2.96→3.31→2.93 

◎朝読書の充実 
（3.33→3.43→3.58→3.43→3.43→3.24） 

 

  

  

 

   

 

 

 

〇「あいさつ運動」の充実 
（3.23→3.40→3.42→3.40→3.５０→3.4４） 

◎誇りをもって歌う校歌・合唱指導の充実 
（2.86→2.71→2.65→２.78→3.25→3.4４） 

〇「あこがれモデル」となる誇れる芦中生の育成 
（   →3.38→3.42→3.41→3.50→3.47） 

 

確かな学力の育成 

豊かな心の育成 

 

△規則正しい生活習慣の確立 
（   →2.42→2.57→2.36→2.73→2.53） 

 

◎給食指導の充実 
（   →3.52→3.52→3.45→3.31→3.50） 

  

 

健やかな体の育成 

 

◎学校･学級の取組の保護者･地域へ積極的な発信 
（3.09→3.21→3.47→3.43→3.56→3,65） 

△生徒一人ひとりが大切にされた生徒指導の充実 
（3.36→3.38→3.57→3.50→3.5６→3.5５） 

△研修への積極的な参加と人材育成の取組の推進 
（3.19→2.55→3.23→3.26→3.06→2.86） 

 

◎学習環境の整美 と 補充学習の充実 
（3.09→3.44→3.47→3.45→3.33→3.40）（3.00→3.04→3.25→2.82→3.06→3.25） 

◎「個別最適な学び」・「協働学び」の授業設定 

（2.86→2.92→3.14→3.00→3.13→3.18） 

〇定期考査における思考力判断力を問う(書く)問題の出題 
（3.23→3.32→3.35→3.32→3.50→3.50） 

 △学習規律の徹底とＩＣＴ機器の有効的な活用 
（3.23→3.32→3.42→3.45→3.63→3.50）（3.19→3.60→3.60→3.42→3.53→3.44  

信頼される学校 

シビックプライドの醸成 

◎学習環境の整美と学習規律の徹底 

 ◎補充学習及び家庭学習の充実 

 ◎ICT機器を有効的に活用した授業改善 

（タブレットによる家庭学習及び総合的な学習の時

間や特別活動の充実） 

 
 ◎行事と生徒会活動の創造 

(多様な体験→思い出づくり) 

      （体育大会・文化祭（合唱）・卒業式） 

◎道徳的価値の自覚を深める道徳授業の充実 

◎人権が尊重される授業・環境づくりの推進 

 

 ◎規則正しい生活習慣の確立 

○給食指導の充実 

◎体育的行事を核とした体力向上 

◎生徒一人ひとりが大切にされた生徒指導の充実 

〇学校･学級の取組の保護者･地域への積極的な発信 

◎研修への積極的な参加と人材育成の取組の推進 

（教員の資質・能力の向上） 

 ◎チーム芦屋中としての組織的対応 

 

 
◎「あいさつ運動」の充実 

 ◎誇りをもって歌う校歌・合唱指導の充実 

 ＊「あこがれモデル」となる誇れる芦中生の育成 

 

昨年度の成果と課題（職員評価） 今年度の重点的な取組 

 

『“自主”的に学び、“協同”意識を持って行動し、誇れる芦中を“創造”する生徒』とは 
 

めざす最終的な姿は、卒業式に高らかと校歌を歌い、芦屋中学校を誇りに思いながら卒業していく生徒であり、後輩から「あんな先輩になりたい」 

「あんな卒業式を迎えたい」と慕われる（“あこがれモデル”となる）生徒。（＊このような生徒を上記の日々の取組等を通して育成していく） 

 

 

 

 

 


